




































































































































































































































































































































































































































































































































校　　名 修身科の教育目的 教育方法の観点① 教育方法の観点②
鹿児島県尋常師範
学校附属小学校
明治29年
教育勅語、教則の大綱の
趣旨をふまえ、児童の良
心を啓培し、徳性を涵養
し、人道実践の方法を授
ける。
教科書の事項、児童の経
験、校内で起こりうる偶
発の事実等をもとに教授
する。
・帰納的に説話から格言
を抽出
・説話を以て格言の証拠
適用をはかる演繹法を
用いる。
青森県師範学校付
属小学校
明治34年
特記事項なし。 新知識を類化するにあた
り形式的段階で教授する
が、その形式に拘泥し児
童の興味の、感情の興起
を妨げてはならない。
教科書を使う際には、姿
勢を正し言動動作に注意
の目を向ける。
香川県師範学校付
属小学校
明治33年
教育勅語、教則の大綱の
趣旨をふまえ、児童の良
心を啓培し、徳性を涵養
し、人道実践の方法を授
ける。
説話を行う際には、でき
るだけ実物、標本、図画
等を用いる。
児童に演術するにあた
り、他の事例との対照比
較や批評判断を行い、格
言等を板書しさらに教科
書を読ませることで確実
に記憶させる。
山口県師範学校附
属小学校
明治34年
教育勅語の趣旨にもと
づいて、児童の徳性を涵
養し、道徳の実践を指導
する。
教科書を用いる際には、
童話、寓言、伝記等によ
り児童の興味を惹起する
ことにのみ勉める。
消極的訓誠は、児童の不
良行為を誘出ことがある
ため、特に初年級の児童
については清浄無垢の者
として取り扱う。
神奈川県師範学校
附属小学校
明治34年
教育勅語の趣旨にもと
づいて、児童の徳性を涵
養し、道徳の実践を指導
する。
児童に対しては、単に理
論を説くのではなく、具
体的に感情に訴えるよう
勉める。
取り扱う内容において、
児童の感情を満足させる
機会を与え、児童の事情
に遠き事や非常過激なこ
とはできるだけ避ける。
（鹿児島県尋常師範学校附属小学校??、青森県師範学校付属小学校??、香川県師範学校付属小学
校??、山口県師範学校附属小学校??、神奈川県師範学校附属小学校??の各「教授細目（修身科）」に
もとづいて筆者が作成）
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11
11 第三項には「知識技能ハ確実ニシテ実用二適センコトヲ要ス故二常二生活二必須ナル事項ヲ撰
ヒテ之ヲ教授シ反覆練習シテ応用自在ナラシメンコトヲ務ムヘシ」、第四項には「各教科目ノ
教授ハ其目的及方法ヲ誤ルコトナク互二相連絡シテ補益センコトヲ要ス」と規定し、第二条へ
の方向づけを行っている。
12 教育勅語には、父母ニ孝ニ、兄弟ニ友ニ、夫婦相和シ、朋友相信シ、恭儉己レヲ持シ、博愛衆
ニ及ホシ、學ヲ修メ業ヲ習ヒ、以テ智能ヲ啓發シ、德器ヲ成就シ、公益ヲ廣メ世務ヲ開キ、常
ニ國憲ヲ重シ國法ニ遵ヒ、一旦緩急アレハ義勇公ニ奉シの12 徳目が示されている。
13 『文部省命令全書・明治26年』文部大臣官房文書課、1895年　p 33︲34。同史料は、文部省が「小
学校修身科教授方法」（訓令第九号）として示したものである。
14 『同前書』p 34︲35。
15 鹿児島県私立教育会「鹿児島県尋常師範学校附属小学校教授細目」明治29年。
16 青森県教育会「青森県師範学校付属小学校教授細目」明治34年。
17 瀬尾完太編「香川県師範学校付属小学校教授要旨」明治33年。
18 山口県師範学校附属小学校「各学科教授細目．上巻（修身、国語、歴史、地理、唱歌体操）」
明治34年。
19 神奈川師範学校「神奈川県師範学校附属小学校教授細目」明治34年。
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10
森の死によって奪還しかけた主導権は再び儒教派のもとに移ることとなった。修身教育の形
成という点からは、儒教派の果たした役割は大きく、とりわけ教育勅語の構想とその具現化
は戦前を通しての揺るぎない徳育システムの確立につながった。
　本稿の考察においては、第３節で注目すべき点がふたつある。まず、文部省による修身科
の教育方法の訓令を受けつつも、「各師範学校附属小学校が修身科の教育方法に工夫を凝ら
している」という点、そして、「事物主義的、直観教授的な教育のアプローチ、さらには児
童の発達段階や興味等に配慮した教育」がみられる、という点である。
　戦前の小学校教育において、たとえば強制や強要、注入的というとらえかたがある一方で、
本稿の考察においては、少なくとも一部の師範学校附属小学校で児童の立場に立つ教育が行
われていたのである。この論点について推測できることとしては、修身科による徳育が高度
なものであり、注入や強要といった教育方法では、児童への “道徳性” がはぐくめないと教
育現場の教師が考えていたのかもしれない。なお、この根拠の解明は、筆者の今後の研究課
題である。
?
１ 麻生千明「教育勅語」公布下における修身科教科書をめぐる教育方法論争－口授法から教科書
採定への転換過程－（弘前学院大学・弘前学院短期大学紀要（21）、p 69︲86、1985年３月所
収）、伊藤真治「及川平治の教育方法（2）修身科をどのように指導したか」（関西教育学会紀
要（29）、p26︲30、2005年所収）、坂本麻裕子「明治期日本における〈子ども〉の役割：近
代的エートスの受容と修身教育（イデオロギー分析）」（文化記号研究（［1］）、156︲186、
2012年３月所収）、藤原政行「明治十年代の音楽教育（唱歌教育）と修身教育－「徳育」を目
的とする唱歌教育の教授方法と授業のあり方について－」（日本大学教育制度研究所紀要（30）、
25︲50、1999年３月所収）、島﨑美奈「修身教育で使用された例話についての一考察－明治
二十三年瑞井尋常小学校第一学年と第二学年に焦点をあてて－」（教育学研究論集４、p 63︲73、
2009年３月所収）、などがある。なお、島﨑の研究は、修身教育で使用されていた例話に着目
し、その特徴や例話の使用意図を明らかにするために、淡路島の瑞井尋常小学校の課程日誌を
もとに考察しており、明治期の小学校における修身教育の実態の一端を解明するうえで意義あ
る成果といえる。
２ 「學事獎勵ニ關スル被仰出書（學制序文）」太政官布告第二百十四號（明治五壬申年八月二日）。
３ 「前掲書」
４ ボンヌ『泰西勧善訓蒙、上』名古屋学校、明治４年、p 4。
５ ウェーランド『修身論、前編』文部省、明治７年、p1︲2。
６ 大森茂作編『現行教育事務要録』高崎修助〈出版者〉、明治14年、p10 ︲12。
７ 『同前書』「小学教則綱領」第十条「修身」には、「初等科ニ於テハ主トシテ簡易ノ格言、事実
等ニ就キ中等科及高等科ニ於テハ主トシテ稍高尚ノ格言、事実等ニ就テ児童ノ徳性ヲ涵養スヘ
シ又兼テ作法ヲ授ケンコトヲ要ス」と規定されている。
８ 文部省『文部省布達全書　明治13年、明治14年』明治18年、p131。
９ 『同前書』p132。
10 教育評論社編『改正学令彙纂』教育評論社、明治23年、p 90︲91。
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